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春
夏
秋
冬
、
季
節
に
応
じ
て
楽
し
い
企
画

を
立
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

春
は
町
内
の
児
童
公
園
で
満
開
の
桜
の
木

の
下
で
の
花
見
。
寒
さ
か
ら
開
放
さ
れ
、
暖

か
い
陽
射
し
を
あ
び
な
が
ら
話
に
花
が
咲
き

ま
す
。

　

夏
は
室
内
で
健
康
管
理
に
関
す
る
「
出
前

講
座
」、
特
に
最
近
気
に
な
る
認
知
症
予
防

の
教
室
に
は
多
く
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
す
。

　

秋
の
一
日
は
、「
輪
投
げ
大
会
」
に
汗
を
流

し
ま
す
。
80
歳
を
超
え
た
女
性
会
員
が
元
気

に
全
員
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
す
。
投
げ
方
・

腰
の
振
り
方
・
足
の
伸
長
等
技
術
的
な
指
導

も
笑
い
な
が
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

葡
萄
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
の
「
日
帰

　

私
は
今
82
才
。
西
原
長
寿
会
に
入
会
し
て

15
年
、
多
く
の
知
識
を
得
、
見
聞
を
広
め
大

変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
主
人
が
亡

く
な
り
、
１
年
忌
の
供
養
も
済
み
ま
し
た
。

外
か
ら
帰
っ
て
「
た
だ
今
」
と
言
っ
て
も
家
に

漂
う
無
言
の
空
気
は
独
居
と
な
っ
た
寂
し
さ
を

一
層
募
ら
せ
ま
す
。

　

心
の
き
り
か
え
が
必
要
と
、
残
り
少
な
い

毎
日
を
楽
し
む
事
に
し
ま
し
た
。
同
じ
趣
味

仲
間
と
は
、
会
話
も
弾
み
内
容
も
深
く
な
り

ま
す
。
近
頃
に
な
っ
て
、
漢
字
の
読
み
書
き

が
す
ぐ
に
出
来
な
く
な
っ
た
事
に
気
づ
き
ま
し

た
。
早
速
、
辞
典
を
片
手
に
、
２
字
熟
語
の

読
み
に
挑
戦
。
読
め
ま
せ
ん
！
書
け
ま
せ
ん
！

こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ
た
の
に
と
残
念
に
、又
、

悔
し
く
思
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
少
し
で
も

時
間
が
あ
れ
ば
２
字
熟
語
、
４
字
熟
語
の
読

み
書
き
を
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら

２
０
１
４
年
の
平
均
寿
命
が
、
男
性
80
・
５

歳
、
女
性
86
・
8
歳
に
な
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

女
性
は
世
界
で
第
１
位
。
男
性
は
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
に
次
い
で
２
位
に
な
っ
た
と
い
う
。
世
界

１
、２
位
を
争
う
長
寿
国
と
な
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

縄
文
や
弥
生
時
代
の
平
均
寿
命
が
20
歳
、

江
戸
時
代
に
45
歳
、
昭
和
22
年
の
頃
に
は
52

歳
と
さ
れ
た
も
の
が
、
今
で
は
80
歳
ま
で
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
医
療
技
術
の
進
歩

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
民
の
食
生
活
の
変

化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
長
い
間
の
一
汁
一
菜

の
質
素
を
旨
と
し
た
日
本
の
食
事
が
、
食
肉
・

乳
製
品
等
の
タ
ン
パ
ク
質
食
品
に
変
わ
っ
た

事
が
大
き
な
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
長

寿
国
に
な
っ
た
事
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
、
否
め

な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
心
配
な
こ
と
は
、

食
肉
国
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
過
剰
栄
養
摂
取

は
、
国
民
の
肥
満
に
繋
が
り
、
偏
っ
た
脂
肪

摂
取
が
飽
食
ア
メ
リ
カ
を
生
み
出
し
て
き
た

事
で
あ
る
。
現
代
の
よ
う
に
わ
が
国
で
も
飽

食
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
厳
重
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

理
想
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
我
が
国
の

和
食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
日
、
各
自
が
健

康
に
留
意
し
た
食
事
を
心
が
け
、
食
品
の
選

択
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
こ

の
頃
で
あ
る
。

い
、
夜
の
宴
会
で
は
親
睦
を
深
め
た
。

　

翌
朝
９
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、
11
時
に
は

長
野
市
に
到
着
し
た
。
善
光
寺
周
辺
は
車
で

大
渋
滞
、
昼
食
後
30
分
ほ
ど
行
列
を
し
て
極

楽
往
生
が
叶
う
と
い
う
大
回
向
柱
に
触
れ
て
、

参
加
者
一
同
大
変
楽
し
い
有
意
義
な
旅
行
を

満
喫
し
た
。

◆
善
光
寺
の
ご
本
尊
（
前
立
本
尊
）
：
一
光

三
尊
阿
弥
陀
如
来
（
高
さ
42
セ
ン
チ
）
中
央

に
阿
弥
陀
如
来
、
向
か
っ
て
右
側
に
観
音
菩

薩
、
左
側
に
勢
至
菩
薩
が
一つ
の
光
背
の
中
に

お
立
ち
に
な
っ
て
い
る
。

◆
大
回
向
柱
：
高
さ
３
丈
（
約
10
メ
ー
ト
ル
）

１
尺
５
寸
角
（
回
向
柱
上
部
の
刻
み
と
梵
字

は
、宇
宙
を
構
成
す
る
「
空
、風
、火
、水
、土
」

を
表
す
。
回
向
柱
上
部
に
は
白
布
が
結
ば
れ
、

本
堂
に
伸
び
る
。
本
堂
で
は
五
色
の
糸
に
変

わ
り
、
内
内
陣
で
金
糸
に
な
っ
て
阿
弥
陀
如

来
様
の
右
手
中
指
に
結
ば
れ
て
い
る
。

◆
六
善
光
寺
同
時
御
開
帳
（
４
月
5
日
か
ら

５
月
31
日
）
信
州
善
光
寺
（
長
野
県
長
野

市
）、
元
善
光
寺
（
長
野
県
飯
田
市
）、
甲

斐
善
光
寺
（
山
梨
県
甲
府
市
）、
祖
父
江
善

光
寺
東
海
別
院
（
愛
知
県
稲
沢
市
）、
関
善

光
寺
（
岐
阜
県
関
市
）、
岐
阜
善
光
寺
（
岐

阜
県
岐
阜
市
）

　

三
の
丸
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

毎
年
春
・
秋
２
回
の
一
泊
旅
行
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
は
７
年
に
一
度
の
善
光
寺
御
開
帳

参
拝
を
企
画
し
５
月
19
、
20
日
に
実
施
し
た
。

　

水
戸
を
9
時
に
出
発
し
高
速
道
路
で
佐
久

ま
で
行
き
、
佐
久
平
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
昼
食
、

長
門
牧
場
を
見
学
、
白
樺
湖
畔
の
池
の
平
ホ

テ
ル
に
到
着
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
で
英
気
を
養

　

体
の
弱
い
私
が
平
成
27
年
６
月
４
日
で
88

歳
に
な
り
、
市
か
ら
祝
い
金
を
贈
ら
れ
た
。

所
属
す
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
も
多
額
の
商

品
券
を
頂
い
た
。
感
謝
と
共
に
思
う
の
は
、

高
齢
者
こ
そ
闘
志
と
情
熱
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
う
事
で
あ
る
。

　

こ
の
年
齢
に
な
る
と
兄
妹
や
親
戚
が
次
々

と
逝
く
。
以
前
は
そ
れ
を
悲
し
み
落
ち
込
ん

で
い
た
が
、
そ
れ
で
は
体
が
持
た
な
い
。
懸

命
に
生
き
ま
し
た
ね
、
ご
苦
労
様
と
心
で
エ
ー

ル
を
送
っ
て
、
自
分
は
ま
だ
死
な
な
い
ぞ
、
心

に
決
め
た
目
的
を
き
っ
と
は
た
し
て
見
せ
る
と

思
う
。

　

私
の
目
的
と
は
、
思
い
が
け
ず
か
か
っ
た

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
治
す
こ
と
だ
が
、
主
治

医
は
完
全
に
直
す
の
は
難
し
い
と
言
う
。
で

も
私
は
き
っ
と
完
治
さ
せ
る
と
決
め
、
毎
日

せ
っ
せ
と
歩
き
、
頭
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
。

何
か
未
知
の
世
界
を
行
く
よ
う
で
楽
し
い
気

分
に
す
ら
な
る
。

り
親
睦
旅
行
」。
昨
年
は
鬼
怒
川
温
泉
、
今

年
は
那
須
温
泉
。
豪
華
な
ホ
テ
ル
で
大
宴
会
。

会
員
の
得
意
な
ノ
ド
が
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
会
員
が
心
を
込

め
て
収
穫
し
た
葡
萄
を
い
っ
ぱ
い
お
土
産
に
い

た
だ
く
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

　

お
正
月
は
近
く
の
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
で
音

楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
ん
で
の
賑
や
か
な
「
新

年
会
」。
今
年
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈

念
し
な
が
ら
三
本
締
め
に
て
お
開
き
。
と
に

か
く
、
歳
を
と
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

今
年
の
水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表

大
会
に
梅
が
丘
地
区
の
芸
能
部
の
一
員
と
し
て

参
加
。
今
年
か
ら
一
般
の
方
も
入
場
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
座
席
数
の
関
係
か
ら
発

表
者
た
ち
は
楽
屋
で
出
番
を
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
前
の
発
表
者
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
楽
屋
に
は
他
の
組
の

皆
さ
ん
も
お
ら
れ
、
世
間
話
や
踊
り
、
三
味

線
等
の
ご
苦
労
も
伺
え
、
そ
れ
な
り
に
楽
し

い
雰
囲
気
で
出
番
を
待
つ
こ
と
が
で
き
た
。
一

同
そ
ろ
い
の
は
ん
て
ん
を
着
て
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
る
と
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。
参
加

者
20
名
楽
譜
を
持
ち
な
が
ら
練
習
し
て
き
た

「
い
の
ち
の
春
」
を
堂
々
と
合
唱
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
我
な
が
ら
上
手
に
歌
え
た
と
思

う
。

　

反
省
点
は
、
芸
能
部
も
高
齢
化
し
、
世
代

交
代
の
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
楽
し
い
1
日
で
し
た
。
続
け
ら

れ
る
よ
う
健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。
若

手
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

梅
が
丘
北
長
寿
会
　
村
田
　
利
一

西
原
長
寿
会
　
池
野
谷
き
よ
の

双
葉
台
（
松
）

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
小
滝
昭
子

梅
が
丘
西
長
寿
会
　
諏
訪
綱
雄

三
の
丸
地
区
高
連
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
浩

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
遊
佐
　
恒
義

67

高
壮
ク
ラ
ブ

皆
さ
ん
の
投
稿
欄
で
す

　

今
年
の
竹
馬

学
級
の
移
動
学
習

は
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
・
ソ
ラ
マ
チ

散
策
と
江
戸
東
京

博
物
館
見
学
、
浅

草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の

バ
イ
キ
ン
グ
と
い

う
内
容
に
会
員
方

の
人
気
が
高
ま
り
、

参
加
人
員
が
61
名

と
過
去
最
高
と
な
っ
て
、
バ
ス
２
台
で
出
発
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
展

望
は
最
高
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
関
東
一
円
の
眺

望
を
楽
し
む
。
江
戸
と
東
京
の
歴
史
を
勉
強

し
、
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
舌
鼓
。
美
味
し

い
も
の
を
食
す
楽
し
み
は
ま
た
格
別
。
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

長
生
き
す
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
今
年
の
竹

馬
学
級
は
無
事
終
了
し
た
。

浜
田
竹
ク
ラ
ブ
　
村
田
　
伸
夫

　
　
　
　
　
　
　

 

バ
ス
停
の　

七
つ
を
歩
き　

梅
の
苑

煮
凝
り
を　

突
き
つ
昭
和
を　

振
り
返
る

　
紅
葉
晴
れ　

集
う
て　

人
形
作
り
す
る

学
徒
兵　

足
並
み
そ
ろ
え
征
き
し
日
を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幾
年
経
て
も　

涙
溢
れ
ぬ

老
多
き　

町
に
も
祭
り
の　

音
響
き

　
　
　
　
　
　

煮
〆
の
匂
ひ
路
地
を　

た
だ
よ
い

こ
の
ご
ろ
は　

季
節
の
う
つ
ろ
い　

早
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　

薄
着
し
て
れ
ば　

急
に
冬
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
く
も
り
の　

残
こ
れ
し
我
が
子　

抱
き
し
む

　
　
　
　
　
　
　

幼
く
逝
き
し　

日
の
忘
ら
れ
ぬ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
が　

狙
っ
て
る

芸
能
祭　

久
し
振
り
ネ
と　

笑
顔
の
輪

わ
が
人
生　

登
り
き
ら
ず
に　

下
り
坂

戻
ら
ざ
る　

若
さ
と
い
え
ど　

知
恵
文
殊

　

笠
原
み
ど
り
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

菅
原
倫
子

　
　
　
　
　

石
川
友
人
会　

塚
越
亮
一

コ
ス
モ
ス
の　

影
も
ゆ
ら
し
て　

過
ぐ
る
風

福
々
し　

九
十
五
歳
の　

年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　

夕
紅
葉　

舞
い
て
庭
先　

は
な
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　

農
協
に　

人
集
ま
り
て　

秋
野
菜

　
　
　
　
　
　
　

陽
を
あ
び
て　

山
茶
花
の
ぞ
く　

垣
根
ご
し

浜
田
竹
ク
ラ
ブ　

大
和
田
清
子

柵
町
四
丁
目
長
寿
会　

淀
名
和
幸
子

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鈴
木
國
男

双
葉
台
（
松
）
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

田
中　

良
枝

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鈴
木
ナ
ミ
子

双
葉
台
（
松
）
高
齢
者
ク
ラ
ブ　

小
滝
昭
子

浜
田
竹
ク
ラ
ブ　

平
賀
多
美
枝

藤
井
寿
楽
会　

床
宿
美
保

鯉
淵
第
五
高
年
者
ク
ラ
ブ　

大
津
秀
雄

西
原
長
寿
会　

関
澤　

茂

西
原
長
寿
会　

関
澤
み
す

三
の
丸
偕
楽
会　

佐
藤
雄
一

浜
田
松
一
ク
ラ
ブ　

久
保
田
と
き

会   

員   

文  

芸

（
選
者　

山
川
綾
子
）



わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

(　8　)第 5 1 号平成 28 年（2016 年）1月発行 高壮だより

　静岡市で「第 44 回全国老人クラブ大会」が開催
(10月 28、29日 )。全国から1,800名余りが集い、
茨城県老連の役員のひとりとして出席した。
　初日の交流部会では標記の部会に参加、介護保険
制度の改正に伴う「地域支援事業」に関する情報集
めか、1,000 人近い参加者でいっぱいであった。事
例発表５件、内２件が高齢者クラブも一員となった
「見守りネットワーク」の実施例紹介。他の３件が
認知症対応及び予防活動に関するもので、都市部と
地方とでの対応の違いと難しさを感じた。
　具体的な活動内容も大切だが、実施体制、事務局
の役割、行政の関与も知りたかった。
　２日目は式典・表彰が執り行われ、本県からは伊
藤会長他４名が表彰された。なお、次回の全国大会
は富山県で開催される。

～新地域支援事業の展開に向けて～

水戸市高齢者クラブ連合会　会長　清水昭郎

単
位
ク
ラ
ブ
内
に
専
門
委
員
会
を

設
け
、
多
く
の
会
員
が
企
画
・
運
営

に
携
わ
れ
る
よ
う
に
改
め
、
民
主
的
・

模
範
的
に
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
。

①
体
育
委
員
会
（
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

②
研
修
委
員
会
（
研
修
・
旅
行
・
幼 

児
と
の
交
流
会
等
）

③
芸
能
委
員
会
（
歌
、
舞
踊
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
実
施
・
企
画
）

④
友
愛
委
員
会
（
会
員
の
安
否
確
認
、

施
設
慰
問
、
食
事
会
の
実
施
）

⑤
総
務
委
員
会
（
理
事
会
・
役
員
会
）

　

毎
年
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を

訪
問
し
、
生
活
支
援
、
安
否
確
認

を
行
う
他
、
最
近
は
高
齢
者
対
象

の
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
シ
ニ
ア
と
の
交
流
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る
ク

ラ
ブ
で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し

て
、
平
成
18
年
か
ら
梅
が
丘
小
学
校

児
童
を
対
象
と
し
た
立
哨
活
動
を
実

施
。
平
成
22
年
か
ら
は
、
道
路
拡
張

に
よ
る
交
通
量
増
大
に
伴
い
、
児
童

の
交
通
安
全
と
防
犯
の
た
め
「
立
哨

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
北
長
寿
会
内
に

設
け
、
登
下
校
及
び
下
校
時
の
１
日

２
回
実
施
し
て
い
る
。
地
域
か
ら
も

模
範
的
な
地
域
活
動
と
し
て
感
謝
さ

れ
て
い
る
。

　

知
事
感
謝
状

小
野
き
み
え
（
東
楽
寿
会
会
長
）

　

役
員
功
労
賞

酒
出
卓
治
（
市
高
連
副
会
長
）

板
越
文
雄
（
市
高
連
理
事
）

田
邊　

薫
（
市
高
連
理
事
）

後
藤　

昇
（
市
高
連
理
事
）

渡
邊　

晃
（
の
だ
は
ら
会
会
長
）

　

県
老
連
会
長
感
謝
状

吉
田
梅
寿
会
（
上
田
曻
会
長
）

　

全
老
連
表
彰
（
活
動
賞
）

千
波
む
つ
み
会
（
岩
本
多
實
会
長
）

三
の
丸
地
区
高
連
（
岡
田
浩
会
長
）

小
吹
長
寿
会
（
秋
葉
充
会
長
）

　

全
老
連
表
彰
（
会
員
増
強
特
別
賞
）

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
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